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一般社会教科書の分析研究 119 

一般論士曾教科書の分析研究

高 橋 正美

第1章分析の目的

現在の検定教科書制度にあって，教科筈内挙手が学習指導要領によって，制約ぞ受けている事は云

う迄もない。学校教育法施行規則第25条， 55条， 57条に於て，小・中・高是通じて学習指導要領

に準処しすこ教科書.:a>使用しなければならない事が明記されている。

然し，教科書がrれ7三け学習指導要領に準処しなければならないか。去いかえれば，学習指導要
領がrれ7三け教科書を制約しているかは問題である。現場では，学習指導要領によって教科書が殆
ど規定されているとの声が圧倒的である。叉， 文部省自身も， 一応教科書編集の自由な帽を認め

ており乍らも，腰味な態度.:a>持fこないでもない。例えば中学校，高等学校社会科の検定基準ぞみる

と， r一般社会科の内容の教科書は， 学習指導要領に示されている諸目標ぞ速成する?とめに出来る
す三け適切な基本的事実や考え方が盛られている事が必要Jであるが， r内群の範聞は， 学習指導要
領に示されているものを必ずしも全部おおう必要はなく，これ以外に出てはならないこともない。」

〔筆者傍点)の械めて腰味な表現をしている。一方，検定制度に於ては，固定のそれと具り，同一科

目について，多くの種類の教科書が発行されてU、るから，各教科書出版会社の編集者の相違によっ

て，学脅指導要領の制約の科・皮が異る事が予想される。従って，かかゐ出版会社!前の学習指導要領

制約の税度L 教材の耳たkげ方在中心に検討してみよう。この問題密検討するために，政治的，社

会的状勢の直接反映しやすい一般社会科をえらび， 特に， 高等学校一般社会教科書6種類10慨を

全部取hげ分析や試みすこ。
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第2章研究資料の蒐集と検討

第 1節資料の蒐集と分類
今r

教科書の分析に当って必要とされるのは，教科書に関する従来の研究費料の検討であるの
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第1章で述べた研究の目的に活うて，特に教科書内容に関する1iff究資料の蒐集に当つj::。

限られた範囲ではあるが，蒐集せられた資料治検討するに当って，研究課題による一応の分類や

行っすこ。費料の分類に当って， E. W. Dolch.; J. A. Clement及び仲新氏の分類を参照した。

1. 教育課程における教科書の研究

1.波多野完治..女学校用育児教科番。批判調査教育第 1;巻 JI{'.8.4 P 125 

2.科学教育部会:新算術諮問年上巻に関する研究(1) 教育協6巻」二1l{j13 P 1013 

3.小林鶴蔵:現行小学部Il科書ω実証的批判教育協7巻上附14 P813 

4.浦辺 史:中学家庭科教科書θ検討教育~3巻 11召24 P42 

5.日本品ネスコ国内委員会:ユネスコの見地よりする教科訴の調査報告番 JI{j27 

6.稽岡市立教育研究所:社会科教科饗における歴史的内容〈中学校) Ui'i28 

7.北潜道後志教育研究所職業家庭科学習指導法研究委只会:教科書ω比較研究から考祭される学胃指導法の

傾向について昭29

2. 教科書の評債

8.茨城県教育研究所:教科寄り分析研究I 教育研究所和要 lfil24 
9.茨披県教育研究所:教科書の分析研究E 教育研究所給要 U1l24 
10.兵庫県教育研究所:教科番D研究〈小学校一関，社， s;t， J!!t，脅) Jlfl:26 

11.山形県教育研究所:昭和28年度小学校，中学校教科鳴り研究 JI{{27 

12.北海道主駄目教育研究所:教科書の採択に関する基礎資料，研究組要第E号 nN29 

3. 教科書批判

13.妓戸申請太郎(代表者):新「小学問諸説斗ζJ~)批判 教育第 ltiζ UlJ 8. 4 P48 

14.竹 岡 m:中学校における数学教科及ぴ欽学教科書批判教育第 1一谷川 8.7 P502 
15.安部能成: (代表者):小学関紙読本巻二心批判教育:;(~U長Ilfl 8. 9 P861 

16.志岡不動府:中学校における東洋史教科市批判教育tj'n巻tI{{8. 6 P4:'l1 
17.増田貫一:新小学国語読本検討教背筋7巻上附14.3 P395 

18.日高

19.井上

20.井上

昂:青年学校教科一;容に就v'て教首都10巻附17.9 P228 

清文滞省著作「民主主義」上巻について 歴史通論三一帯房 1I{{2，) P 131 

清:文部省著作r<にのあゆみJ批判歴史通論三一書房 I1Nお P181 
21.むさしの児童文化研究会:社会科教科i:'容の総ひはん 日本教育新聞 IlTi28. (6. 27， 30， 7. 2) 

22.朝日新聞社:r社会科教科書批判J週間朝日 11時29.7 
23.広橋一男:・高等学校国語教科警の批判 日本文学IlJj28.2. 3月合併号

4. 畢カ評債のための教科書分軒

24.東京都杉並区済美教育研究所:社会科テスト「政治経滑府首長はどれだけ現併されているか」 日本教育新

開1l{j28.5. 28， 30 

日本教育学会学力調査委員会:中学校生徒の基礎学力 東京大学則脱会 1lf{29 P 13 

5. 教科書の歴史的研究

26.阿 邦雄:教科:定発達史のルネツサンス一明治中期の正!][利教科芥教育ti';2巻下1I{j9. 3 P 1307 

27. (，喝 邦対li:明治初年の斑科教科礎教育第2巻」ニ IITl9. 2 P226 

28.仲 新:近代教科書。成立講談社間24

29.石川 謙:庭訓往来についての研究金子苦手房lI?l2:>

30.海後祭医:修身科教材の変遷:教育館2巻Jニ昭 9.3 P393 

6. 外園教科書の研究

32.東京文理ー科大学教育学会;アメヲカ教科書ω研究 金子:.;¥}房 附23

32.佐キ木悉ー:世界の国語読本一瞥教育第 1巻町 8.4 P83 
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33.性問梅田郎;世界の算術教育教育第 I巻"1{8. 7 

34.草野藤秋 男.;街中悶の国語教科主??に学ぼう イサワ教育コンワ会 llfi28

以上.34租の費料は一応逓続検討や試みたものであるが，なお未発見の資料も数多くあると思わ

れる。通続の出来なかっすご賓料は次の文献でその大要を矢nつfこ。

阿部設孝:学科謀枝論教育科学第lO珊

イ中 新:教科訴教育研究辞典金子書房

国立教育研究所論:!J1-Ji台以降教育文献総目録 印刷庁 日目白

E. W. Dolch， J. A. Clement ; Textb∞ks (M叩 roe;Encyc10pedia of Educational Research， Macmi11an， 
P 1479) 

第 2節資料Kおける研究方法の検討

第1節の分類に従って検討すれば次の如くである。

1. 教育課程における教科書の占める枕置を重視し，教科書内容q.分析し，批判している。方法

については，中には単に分析表~示しているのみで目的の酸味な資料もある。代表的な費料とし

て，家庭科の根本目的が教科書にrのように生かされているかについて，教材の比重，内容の質的
批判，統計費料の 3段階にわたって検討しt=費料 4~あげることが出来る。

2. 教科書の採択が教育委員会によって行われることから，そのfこめに各地域において，教師，

委員会，研究所等による教科書の評価が多く試みられている。方法としては，文部省の検定基準の

項目に準じているもの叉応用しているものが多い。

3. 教科書批判は本格的研究として与えられないが，我が国教科書研究の逝波的所産として資料

を検討しすこ。批判には立場がなければならないが， 資料13に見られるが如き， 同一文例に対する

異った見解が生ずる。造掛聖~設けて批判~行っているものには資料 21 がある。全般的に質的批判

に限られている。

4. 学力評価のための教科設分析はその方法として， 費料24は用訴を調査カードによって， 資

料25は分析表によっている。

5. 多く叙述にとどまっているが，資料29における，石川謙博士の施註，輸抄についてグラフ，

表による統計的考察は特異なものとしてあげることができる。

6. 外国教科書の研究として， 4穏の費料が蒐集されているが，費料32，33はいずれも紹介程度

に止まっている。方法としては， 31. 34に於て，質的批判，量的方法が試みられている。

以上検討の結県，教科議開f究の方法として，教科書内脊の金体的把握ぞなすためには，質的方法，

量的方法の併用が考えられ，本研究の目的に治う方法としては，分析表~中心とし，それに質的方

法や加えて行く方法が安当であると確認され作。

第3章分析の方法

第1章で、述べfこ研究の目的に諮って，叉第2ï~の方法の検討の結果から，分析に当つては客観的

に数値であらわす方法で、もって，教科書内容について学習指導要領内容とそれ以外の内容(教科書

内容と呼ぶ)を分けて検討し，夫々の教材の取上げ方の傾向の相違から教手段ーにおける学習指導要
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領の制約程度の各社による相違栓検討し大。分析に当つては，教科書内容構成要素として項目，要

語，図表の夫々について行い，それらそ総括して，各種類都機の分析結果の差違を明らかにし

?と。

なお， 一般社会教科書の単元の構成は， すでに学習指導要領によって第1単元「民主的生活j.

第2単元「労働問題の改善j.第3単元「村の生産と生活の向上j，第4単元「経済のしくみj，第

5単元「生活正文化」となっている。

説 単元主題は要旨，単元のIA!列について中教のみ配列が興っているのを，便3主よ他社と同様な排列に従っ

て考察した。

1. 項冨について

「学習指導要領項目」として， 学習指導要領に示されている「内容j と「学習活動の例」から，

大項目，中項目について項目の一応の範囲治決定し，それ以外の内容(教科書内容〕との割合をみ

化。

2. 要語について

要語とは，学習指導要領に示された用語，術諸君k含むもので，定義されている詩，説明されてい

る語である。このように要請を規定し，ヨえに示すような調査カードを作製しずと。

調査カード

政治・経済・埜全j亙璽乙工!~~~!~.~.，-L~・2ニ2竺竺・そE当竺主主士すプ三十竺
用語 小項目 中攻日

原文

備考

教科書について 1頁ずつ続み乍ら要請を全部警出し，調査カードに示されている項目に従って

記入して行った。記入に際しでは 1要請1枚を原則としすこ。カー F'は単元別に分類箱に入れ，各

単元の項目類型を用いて更に分類し，ここで要請数を集計して後，各社について，単元別に共通の

要諦を抜出しt=。抜出した要語は整理カー rに記入しすこ。整理カードは，裏話名，要Iすft数を記入す

るようになっており 5社以下の共通の要諦については，要i括経使用していない，叉説明していな

い発行所名をも記入するようにし七。この整理カー lごから共通な要語の中で，学習指導要領に示さ

れている要語を集計しすこ。更に共通な要語について，叙述の傾向を整理カードによって調査カード

から抜出し検討巻加え士。共通な要語以外のもの，独自の要請については，単元別，発行所別に分

類し，要語数をみた。

3. 図表について
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ここで図表とは，図表，統計，グラブ，地図写真，さし給一般を指している。然し，これら 6種

は学習効呆のkから同じものではない。図表，統計， グラフ，地図は児童生徒に対して「理解と技

能の収得や要請するものJ，さし締，写真は「感覚に訴え，鑑賞させるもの」であり，前者絵A，後

者;a.Bとι，使用数;a.'集計し，傾向をみ士。

第4章分析結果の全般的考察

第 1節学留指導要領内容の分析結果の考察

全身1元について，学習指導型:領項目と教f;;陪占項目の割合をみたのが第1表である。

ポ表から学習指導要領にあげであ 第 1表

る項目の割合の最も多いちのとし

て， 実日の92.0%. 最も少いもの

として異教の63.0%をあげる事が

出来る。更に又，実日と実教の間;a.

=:弓空予防教l去凶l好学l清水l三日1中教
ヨー一一『一一一一一-，一一一一一一~寸一ー 一一一一一一寸一山町一一一一寸ー一一ー一一一四

学習指導要
f浜

多いものの順に並べてみると， 清水の80.3%と好学の68.4%の聞に 11.9%の大きな差のある事

がわかる。今この清水，好学の聞を境として，学習指導要領にあげである項目の多U、クツレープ(第

1グループ).学習指導要領にあげである項目の少いグループ(第2グループ)とに分けると，第1

グループに，実日，中教，清水，第2クツレープに実教，好学，教図を入れる事が出来る。学習指導

要領にあげである項目以外の項目(教科書項目〕については，学習指導要領にあげてある項目の場

合と挫の関係にあることは云う迄もない。この第1グループと第2クツレープとの関係ぞ更に要誌に

ついてみると第2表の如くなる。第2表は，共通の要語について，学習指導要領にあげである要語

と，そ以外の要語とに分け考察したものである。

第 2表

共共.一一点主誌誠i盃言一笠f立t竺空旦l突撒矧教到|除教撚捌院凶li岸好騨学学~Iい!ト語
2 学習指導要領の要語 | ラ問7司I5引刊11 56矧6訓| ヲ閃珂ラ司I6引 5匁

そオれL以外の要 E詩昔 |川156矧l什1何刈iυ16印01川I晋兎矧81川187引i15労5 

音 12131 2051 2161 2131 2ラ11217

左表から，学習指導要領にあげである要

語の最も多いものが実日，最も少いものと

して教図をあげることが出来る。今学習指

導要領にあげてある要語の多い順に書いて

みると，実日，中教，笑教，好学，清水，

教図の11頂となる。これを項目において行つ大分析結果と比較すれば，実教と清水以外，第1グルー

プ第2グループに夫々E毎日，中教また教図，好学を入れることが出来る。

すなわち学習指導要領内容ぞ項目，要諦に於てみるならば， (，特に項目ぞ中心に検討するならばJ

学習指導要領内容の多いグル{プとして，実日，中教，清水，少いグループとして教図，好学，実

教ゃあげろことが出来る。

第 2節教科書内容の分析結果の考察

教科書内容や検討するに当って，量的方法一頁数，要語数，図表数ーと質的方法一要語詑明文の

比較ーの2つの方法によって夫々内容の豊富さと，叙述の傾向を考察しよう。

第 1図について，頁数，要請数，図表教の平均線を上廻る場合を(+)とし， 下廻る場合ぞ(一)

として消長関係をみると衣のようになる。
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左表から消長関係において異る 4つの型を

示すことが出来る。

1. c+ー+):実教，教図
2. c+十一):好学，実臼
3. c.-十+):中教
4. C一一一):清水

すなわち，第3型，第4型の対照的な内終に注意

する必要があるが，特に第2型における好学の要諾

と図表における著しい偏りは何ぞ示すものであろう

か，この点争抑えて，更に検討.:a進めてみる。要語

ぞ各社間共通の要諦と一社独自の要請とに分け，夫

夫の要語数をみると第2図の如くなる。

第2図.:a見ると，共通の要諦，すなわち指導要領

にはあげてないが，編集者が、これ7三けはのせるべ

きで司ある、と考えた要請は， 全般に著しい義は見ら

れないが，独自の要諦についてはその要請数におい

て好学が大きく第1位や占めている。

更に要請について叙述の傾向や考察しよう。今，

叙述の傾向や容易に察知するfこめに， 中教を取上げ

好学との対比において検討してみる。

仰Ij 1. rインプレーシヨン」
中教一「インプレーシヨンとは，通貨があまりじ
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増発されて，そのねうちが下り， 物価があまりに高くなることである 0・…・・けれrも国家が使うか

ねがひじようにふえて， とても税金だけでは足りなくなっfこ時はどうするカv…・・国家はその時，

その赤字ぞうめるfこめに公債を発行する。……けれども公債の発行高が多くなって， 民間で買わな

いときはrうするか， この時とる方法が， 日本銀行の公債引受である。しかし民間に売出すことが
できなければ， 通貨は民間にふえ1::.ままである 0・…・・こうしたことが続けば， 通貨の発行高t刻、よ

いよふえ，通貨があふれ，人々の購売力が盛んになるから，物価は上る一方である。J

好学一「物価水準は，普通，貨幣数量の増加につれて騰貴し， その減少につれて低落する。すこと

えば政府が戦争刷物資を購入するfこめに公債を発行し，その公債在日本銀行に引受けしめ， 日本銀

行から公債発行額に相当する臼本銀行券を受け取るならば，それf三け貨幣数量が増加し，このよう

な方法を何聞とくり返しているうちに，物価は騰貴しはじめ，ついにこれが極端にまで進行して，

国家経済が撹乱されることがある。かかる現象をインプレーシヨンと呼ぶ。」

例 2. r教育委員会」
中教一「教育ぞ運営していくには， 社会の要求をいちばん敏感に反映させる必要がある。民主的

な社会はそのすこめに，公開の選挙で選ばれた議員が，会議を聞いて，多数決によって方針やきめる

という方法をとる。これが教育委員会の制度である。」

好学一「教育委員会は， 中央行政機関から独立して， 教育に関して多くの政策決定そ行い得るの

であり，法律で定められ7こ範聞では，中央の指揮監督そ受けることなく独自の権限身行い得る。」

以上，好学の教科書内容の特色が明らかにされたが，ここに対比した中教が好学と対照的な存在

である事は容易に察知される。

第3節分析結果から考察される教科書の相違について

第1節に於ては，学習指導要領内容，第2節に於ては，教科書内容を夫々考察したが，最後に，

このこつの内容の相互関係から，教科書の相違を検討してみる。

実教-6社聞で最も学習指導要領内容の制約を受けていない。要語は少ないが，頁数が最も多く

図表も多い。

教図一学習指導要領内容は少ない(学習指導要領にある要語は最も少い〕要語は少ないが，頁数

が多く，図表は中教についで多い。

好学一教閣とほぼ同程度に於て学習指導要領内容は少ない。頁数は多く，要諦は最も多い。

図表は最も少ない。叙述の傾向は中教と対照的である。要語数と図表数に甚しい偏りをみせてい

ーる。内容は最も多く独自性;a.有する。

清水一学習指導要舗の内容が多く，最も独立性が少ない，頁数，図表共に少ない。

実日一学習指導要領に最も多く準拠している栃糟である。頁数は多いが，要諾，図表は少ない。

各教科書間共通の内容が最も多く，独自の内苓は少ない。学習指導要領の内容ををそのまま盛り上

げている。

中数一学習指導要領の内容がかなり多い。頁数，要語数が多く，図表は最も多い。叙述の傾向は

6社中最も平易である。学習指導要領の内容を豊宮に均等に盛りーとげているものとして好学と対照

的である。
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第5章分析結果の各単元別考察

項目について，学習指導要領項目の制合や第1j母体元から第5単元まで、見すこのが-f図で・ある。

.1'/事品
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上図-te見てもわかる通り，第1.2. 3単元について各社間著しい相違は見られないが，第1単元

と第5単元において，前者は，教図と中教の間において，後者は笑教と清水の聞に著しい差違を見

ることが出来る。

又，要語について見ると第4図の示す如くである。すなわち，第4単元の要語が最も多く， c独
語敬 意 4 四 ~ ~;!自 m 要語 f4草屯
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自，共通共〕第1単元，第3単元は少ない。学習指導要領に示されfこ要話怯，第1単元，第2単元

が割合に多い。

要語数については，第2.4. 5単元について，好学が第11立栓占めている。

最後に，図表について， A C図表，統計， グラフ，地図)， B Cさし鰭，写真〕に分け両者の関

係そ第5図によって検討してみる。

図表は第3単元(村の生産と生活の向上〕第4単元(経済のしくみ)tこ多い。 A，Bについて見
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ると，第1-5単元について 3つの型がある。

A 型 (Aが各社共多い)第3単元

B 型 (B~ ~)第1. 5単元

混合型(各社によって異る〕第2.4単元

第 5 図
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以上，各単元分析結果の考察巻試みたのであるが，全般的に，各単元の特色は，単元の有する教

材によって表われてくるものと考えられる。

第8章分析結果から考察される問題

第4章てぢ考察された歌手撞聞の差違が，教科書を採択し大学校の学習指導の傾向の差違そ予想す
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るものであるとするならば，教科書採択の傾向ぞ知る事は意味ある事である。

かかる意図によって， 北海道におけるさを高等学校の「一般社会」教科書採択数是昭和2:l年から

昭和30年まで見たのが第6図である。

表によって示されるように，採択数にか

なり変化がみられる。昭和2:l年度におい

ては，改訂教科書としては，実教，好学の2

社のみで，昭和28年度からは，中教，清水，

教図， 実日が参加している。 28年度から

29年にかけて全般に採択数の上昇ぞ見せて

いるが， 29年度から 30年度にかけては，

上昇しているものとしては，中教，清水，

実日の3社ゃあげる事が出来る。それに反

して下降しているものには，実教，妻子学，

教図の3社がある。今，上表によって得ら

れる結果と，分析結果の全般的考察の結果

を併わせてみると，上昇している中教，潜

水，実日は比較的学習指導要領内容の多いものである。すなわち，学習指導要領の制約の程度の強

第 6 図
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北海道歌育委員会所符 教科書需要集計一覧表よ

り作製

U 、老師寺書が採択されている事がこの図から見ることができる。特に 1枕の中教は，学習指導要領内

待を豊富に盛り上げたもので、あり，平易な教科書である。昭和29年度と 30年度の採択数における

かかる変化と分析結巣との関係については，早急に結論争出すことは問題であろう。

後 記

この研究は，昭和30年度やもって， 第3年自治迎える本学部「教育段階における高等学校の地

位の研究Jに関する総合研究の一部としていろいろ研究上の便宜ぞ得ました。

御指導やいた7ごきました城戸幡太郎先生，黒田孝郎先生に厚く御穂申し上げます。なお節料蒐

集に当つては，北海道教育研究所，北海道教育委員会，北海道都糟配給所の御援助制尋ました。
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3. About the Problems of Female-educatioo. 

ぉ By Kimiko Narushima 

ln my study about the prob1ems of fema1e-education in co-education institution， 1 have 

adopted the method of producing conc1usions by measurement， because 1 have wished to 

g四時 thedirection and aims in fema1e-education by this method. 

This is on1y a summary of my research concerning the 357配hool-girlsof both the West-

High School and the North High Scho01 here in Sapporo， Hokkaido， Japan. 

4. Physical Training of Girl-students. 

By Sumio Minakaw乱

1 measured the fundamental physical strength of the high scho01 students in Sorachi pro-

vince and examined these resu1ts with the average of the wh01e country. 1 found that 

they were inferior in the fundamenta1 physical strength to that of the who1e country. 

1 think that出isis the important thing in the guidance of the physica1 education in this 

province， their causes must be inquired into， and the specia1 methods of the physical edu-

cation must be tried on them. 

1 be1ieve that this inquiry must give us the important data as we constitute the curricu-

lum of the physica1 education. 

5. Analytical Study of “General Study" in High-school Textbook. 

By Masami Takahashi 

Under the system of the authorized textbook， the present day textbook must be based 

on the course of Study. 

But it is a problem how it must be based on. 

Textbooks， approved by the Educational Department， are pub1ished by many pub1ishing 

companies of textbooks. 

Therefore it goes without saying that contents of each texbook differ from each other 

just as each editoria1 sta鉦 ofpublishing companies differ. Because of this it is assumed 

出atthe extent of contr01 of the Course of Study for textbooks must differ. To inquire 

into such difference of textbooks concerning this matter. 1 se1配tedthe text books oL_ 
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“General study" used in high配 hools，because they are most likely to reflect the political 

and social conditions， and analysed 10 copies， 6 sorts， of them in all. 


